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新年あけましておめでとうございます。

共和ゴムの寺阪です。

今年は「取捨選択」を大きなテーマとし
て取り組んでいく所存です。

当社ブランド製品をPPM（プロダクト・
ポートフォリオ・マネジメント）分析を
し、「花形」「金のなる木」「問題児」「負け
犬」の4つに分類しました。社長の僕で
はなく、あえて若手営業3人衆（武政、道
上、寺阪翼）にやってもらいました。当
社の特徴として「問題児」がかなり多い
ということが挙げられます。新製品は
まず「問題児」からスタートしますの
で、近年立ち上げた新製品がとても多く、どうしても「問題児」が多くな
っております。この「問題児」を「花形」に移行させなければいけません。
この「花形」移行作戦は戦略性を持って営業部全員で取り組んでいく所
存です。「花形」「金のなる木」に関しては、売上を維持（できれば拡大）さ
せることが、まず第一となります。これに関しては「守りの営業」として
取り組んでいきます。一番大きな問題は「負け犬」です！負け犬製品をい
つまでも残しておくのではなく、「撤退」するということに思い切って取
り組みます。当社のような中小企業は経営資源を分散させるのではな
く、得意分野に集中させ、一点突破を目指さなければいけません。今まで
もそのように心掛けてきましたが、「撤退」という思い切った行動までに
は至っていませでした…「撤退」という経営判断はトップでしかできな
い仕事です。思い切って「撤退」することで、場所（スペース）の確保、経費
の削減にもつながると思っています。そして「問題児」は、今年もどんど
ん大量生産していきます！（笑）その仕事はベテラン社員の今年度テー
マとしており問題児を作った数を評価基準に入れていきます。「問題児」
を作り、それを頑張って売っていき「花形」に成長させるというプロセス
が営業の醍醐味だと思っており、営業部全員に社内営業研修で強く伝え
ました。みんなやってくれると信じております。

また今年から行うもう一つ大きなテーマとして「世代交代も含めた若手
へのシフト」があり、昨年から少しずつ取り組んでおります。僕自身が講
師となって、若手社員に対して1日社内研修を行っております。講習の内
容は営業だけでなく、製造、品管（統計的手法）、会社経営、財務分析、マネ
ジメント、歴史、宗教、人生観など多岐にわたっております。昨年は3回行
いましたが、今年は6回以上行う予定です。一方的な座学形式ではなく、
各自ちゃんと考えさせ、議論させながら熱く濃い内容にしております。
みんなの吸収も早く、とても良い手応えを掴んでおります。若手社員の
能力を一気にＵＰさせ、10年間掛けて世代交代へしっかりと取り組ん
でいきます。

社員一同、今年もしっかりと精進していく所存ですので、本年もどうぞ
宜しくお願い申し上げます。
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当社はSDGsの開発目標17すべてにアプローチしております
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ニュースレターを御愛読されている皆様、
こんにちは。お世話になっております。
本社営業部の道上です。

2021年12月14日(火)、15日(水)の2日間開催されました【建設技術フェア
2021in中部】に出展して参りました。私事といたしましては営業部に異動し
てから3回目の展示会になるのですが、毎度のことながら非常に充実した2
日間を送ることが出来ました。また、たくさんのお客様に弊社のブースにお
越しいただき有難い限りでございました。

栃木事業所の岡本です。
昨年中は大変お世話になりました。
早いもので、栃木事業所を立ち上げてから約４
年半経ちました。
現在は、立ち上げ当初より建屋を１棟増築し、社
員２名とパート従業員８名で「なんでも継手」と
いうハンドホールとFEP管の接続継手の組立と
出荷作業をしています。
途中、人員不足の問題等ありましたが何とか順
調にきております。
今年は更に成長していけるよう努力してまいり
ますので、今後ともお引き立てのほど宜しくお
願い致します。
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栃木事業所
所長 岡本 雄二

本社営業部
道上 隼人

昨年は「なんでも継手」に、新ラインナップ「角型FEP用なんでも継手」が発
売されました。
正式発売からまだ３ヶ月ですが、東京都の発注工事や大型物件での採用も
多数いただいております。
ハンドホールメーカー様からは在庫のハンドホールがそのまま使え、納期
が短くなり助かるとの声をいただいております。
私も実際の現場へ訪問させていただき、作業員の方の意見を聞いたところ
ハンドホールの納期が短くなり、非常に使いやすい製品だと好評でした。
「角型FEP用なんでも継手」にご興味がございましたら是非お問い合わせく
ださい。
 
昨年は新型コロナウイルスの影響もあり、お客様と直接お会いする機会が
少なかった分、今年はたくさんのお客様とお会いできるのを楽しみにして
おります。
本年も宜しくお願い致します。

今回の展示会では、『ボルト
ナット防錆キャップまもるく
ん®』、『目地フォーム®』、『ノ
ロストッパー®』を展示させ
て頂きました。
その中でも『ボルトナット防
錆キャップまもるくん®』にご
興味を示してくださるお客様
が非常に多かったように感じ
ています。中には、先々月開
催された【建設技術展2021
近畿】に出展した際に弊社
の『ボルトナット防錆キャップ
まもるくん®』が“注目技術賞審査委員特別賞”を受賞した事を知ってい
る方もおられて非常に誇らしい気持ちになりました。今回の展示会も色々
なお引き合いを頂くことが出来たので、今後一層『まもるくん®』が皆様
のお役に立つこと間違いなしだと確信しております。

また、『目地フォーム®』も非常に良い反応を頂くことが出来ました。しか
し、日頃から皆様のお力添えを頂き全国各地多数実績は増えてきている
ものの、やはりまだまだ普及していない地域もあることも実感しました。
「歩車道境界ブロック、中央分離帯等の各種ブロックの目地材といえば共
和ゴムの目地フォーム！！」と言っていただけるように営業活動に励みたい
と思います。

営業としてはまだまだ未熟者ですが、2022年は自分にとって飛躍の年に
したいと意気込んでおります。皆様のご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致
します。

建設技術フェアin中部


